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少年男女・成年女子の優勝を受け完全優勝に挑む岡山対、準々決勝で兵庫に大逆転を演じ準決勝では広島に大差を
つけ波に乗る東京との決勝である。先鋒戦、立ち上がりより激しい打ち合いの中、岡山勝見が小手を合わせて面に
乗りまず先取した。数合後、岡山勝見が引き面を決め先鋒戦をものにした。次鋒戦、東京島村は中心より厳しく岡
山鈴木を攻め小手を連取し対戦を五分に戻した。勝敗を分ける中堅戦は東京深谷が岡山横田に対し捨身の面を先取
するが、岡山横田は鍔競り合いから引き面を取り五分にする。直後、東京深谷が面に来るところを胴に返し王手を
かけた。副将戦、山根庸は落ち着いた試合運びの中で鍔競り合いから引き面を二本連取し、岡山が優勝を決めた。
大将戦、岡山山根大は落ち着いた試合運びで引き面を二本連取し、優勝に花を添えた。敗れたとはいえ東京の中心
をはずさない厳しい剣道は心に残るものであった。満員の観客からは、両者をたたえる拍手が鳴り響いた。
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